
 

言葉の力を育てる 

 

校長 織部 隆 

  

１年で最も寒い「大寒」を過ぎたことで、各地から降雪被害の情報が連日ニュースで流れています。 

関東地方は、幸いにも雪が降っていないものの、雪が降る日も近いように感じるほど、寒さが一段と厳しくなりつつあ

ります。暦の上では、間もなく「立春」を迎えます。春が近づくと、子供たちは４月からの新しい生活を意識する時期に

もなります。今年度学んできた内容を振り返り、併せて次年度への心構えを身に着けさせていきたいと思います。 

さて、「あいたいね大作戦」、「負けてたまるか大作戦」、「ピース大作戦」というキャッチフレーズをご存じでしょうか。

このキャッチフレーズは、毎年、東京箱根間往復大学駅伝競走で優秀な成績を収めている青山学院大学の原晋監

督がここ３年間で提唱した作戦名です。選手たちはこの「〇〇大作戦」という言葉を自分たちのものにするためのテ

ーマを考え、表現するそうです。原監督は、自らキャッチフレーズをつける力に長けているだけでなく、選手たちの言葉

の力を鍛えることにも長けていました。「監督から『ああしろ、こうしろ』と言われても意味がない。自分たちで自発的

に目標を定めて『やる！』と言わないと、モチベーションにつながらない」という考えのもと、言葉の力を鍛えているそう

です。優勝後のインタビューに受け答えする選手には、今どきの子供の言葉は感じられず、一本筋が通った感じがす

るのはそのせいなのでしょう。 

古代の日本人は言葉に宿る霊力が、言語表現の内容を現実に実現することがあると信じていました。言霊の信仰

によって言葉を積極的に使って言霊をはたらかせようとしていたと言われています。思いをもった言葉には、力が宿り、

力を発揮する。言葉の力を鍛えることによって、楽しくもなり、使い方によっては、苦しくもなります。だからこそ、自分の

ものとして考えられるだけの力を身につける必要があるのでしょう。 

今年度から本校の学校教育目標の一部を「伝えよう 自分を」に変更しました。自分の見方・考え方を相手や多く

の人に発信することによって、共感を得ることや多くの人に影響を与え、新たな学びにつながることを目指しています。

そのため、日々の教育活動で言葉の意味を知り、言葉の選び方や表現の仕方などを学び、情報を受け取る相手のこ

とを考え、言葉の力を育てていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

三芳町立上富小学校  学校だより 

けやきだより 
２月号 令和７年２月１日 

学校教育目標 

伝えよう 自分を 

      つながろう ともに 

 

学校 ☎２５８－６８０８ 

在籍児童数 

男 ３９名 

女 ５６名 

計  ９５名 



2月  行事予定 

 

 

 

スクールカウンセラー来校日 

2月 28日（金） 

９：３０～１５：００ 

相談がある方は、連絡帳等

で学校にご連絡ください。 

２ 月生活目標 

○ 安全な生活をおくろう 
 

樹木剪定のお知らせ 

2月中に、給食搬入口そばの桜

の木を剪定する予定でいます。長

い間、春になると満開に花を咲か

せ、私たちを楽しませてくれました

が、木が腐敗し、倒木の恐れが出

てきたことで、剪定する運びとなり

ました。大きな重機を入れての剪

定となります。児童が直接入る場

所ではありませんが、ご来校され

る場合にはお気を付けください。 

 

保護者会・懇談会のお知らせ 

2月 25日（火）…5，6年生 

2月 26日（水）…３，４年生 

2月 28日（金）…１，２年生 

5時間目→授業公開 

終了後、懇談会 

今年度最後の授業参観懇談

会です。よろしくお願いします。 

 


